
�� �� �� �� �� �� �� �� �� �	 �
 �� ��
���
�����������������������������
�������������������������������������������������


�� � �! �" �# �$ �%�&�' �( �) �* �+ �, �- �. �, �/ �* �0 �1 ���2���3
�4 �5 �6 �7 �� �8 �9 �: �; �< �* �= �> �? �@

�A�B���C�D
�� �� �� �� �� �� �E�F �G�H�I �J �/ �� �K

�����������2�L�L�M�����N�����O�L�P�Q�N�P�R�Q�P�S�L�T�T�U�T�R�V�T

�W�X�� �� �Y�F �G�H�I �J �/ �Z �[ �N���P�T�B�������N�P�U�P�\�]�Q�]�B���]�Q�Q� �̂\�P�Q�\�]�Q�N���� �� �� �� �� �� �E�F �G�H�I �J �/ �Z �[ �_
�` �9 �
 �a �b �Y
�c �d �e �f �Y



「比較社会文化研究」第14号 (2003)191------202頁

Social and Cultural Studies 

No. 14 (2003), pp. 191------202 

北京における中国朝鮮族の移住と定住化の問題
一一新たなネットワーク形成の視点から

リ李
益
勁 〗松

I はじめに

II 中国朝鮮族の移動と研究視角

III 北京における朝鮮族生活基盤の形成

N 北京朝鮮族における新たな「装置〕ー経済情報誌

V 北京朝鮮族における「定住」の進展と三江朝鮮語学校

VI 「装置」の誕生から見られる北京朝鮮族コミュニティ

の特質

VII おわりに

I はじめに

中国は1978年12月、「改革開放」政策を打ち出し、計画経

済から市場経済重視への転換を明確にした。それにより、

かつての中国社会を束縛してきたさまざまな規制が緩和さ

れるようになったが、その一環としてそれまで戸籍制度に

よって固定されていた移動に関する規制が緩和され、人口

移動が自由に行われるようになり、就業構造の著しい変化

と都市化が急速に進んだ。経済面でも対外開放政策が打ち

出されたため、外国資本が中国投資に殺到して、中国経済

は目覚しい経済発展を遂げるようになった。これを受けて

中国国内においてはかつてない規模の労働力の移動現象が

起きている。本稿においては、このような現象の一つとし

て改革開放後の中国朝鮮族の移動とネットワークの形成及

び移動先への適応過程を考察する。

II 中国朝鮮族の移動と研究視角

中国には約200万人余りの朝鮮族が生活している。朝鮮半

島からの移民である彼らは、地理的な理由や、中国戸籍制

度の規制によって、長年中国東北部（吉林、遼寧、黒龍江

の3省）に集団居住したり、散在居住したりしながら、約

80％の人が稲作を中心とした農業に従事していた。しかし、

1980年代以降の改革開放という時代背景と1992年中韓両国

の国交樹立という要素もあって、朝鮮族社会にはダイナ

ミックな変化が起こっている。その変化とは大規模な人口

移動の開始である。朝鮮族の移動は国内移動と海外移動が

あり、報道によると1990-1996年の間に東北3省から山海関

を越えて中国内地に進出した朝鮮族は20万人、海外に出国

した者は 5万人にも上り、その人口移動率は現在中国56民

族のなかでトップを占めている。このような移住により、

東北地域の溜陽などはもちろん、山東省の青島、威海、さ

らに北京、上海など大都市にはすでに朝鮮族街とも呼ばれ

るほど朝鮮族集中区域が形成されつつある。したがって、

現在の朝鮮族社会を理解する際、朝鮮族の移動を見落とす

ことはできない。

朝鮮族に関しては最近多くの研究者の注目を集め、さま

ざまな形で議論されて来たが、研究の焦点は主に朝鮮族コ

ミュニティに向けられており、民族誌的な研究、異文化接

触による文化、意識の変容に関する研究が圧倒的に多く、

改革後の朝鮮族の都市への移住に関して社会学的視点から

取り組んだ研究は少ない。移動に関する社会学からのアプ

ローチとしては佐々木衛氏の『中国朝鮮族の移住・家族・

エスニシティ』が代表的なものである。本書の第二部の「朝

鮮族の生活とネットワーク」では、具体的な聞き取り調査

に基づいて、朝鮮族家族の地域と職業の移動、家族・親族

ネットワークの構成、村落社会の構造に関する実態調査を

行っている。朝鮮族の流動とネットワークとの関係の実態

を綿密に検証している佐々木氏は「ヒトの移動」が顕著な

現代社会における朝鮮族の都市部、海外への移動の様相を

主に地縁・血縁的ネットワークの広がりという側面から考

1 北京における朝鮮族の新たな動きによって誕生する機関に関して、「装置」という用語を使用する。ここでいう「装置」 (apparatus) と

は、本稿の場合、「文化装置」として内地への朝鮮族移住者が移住先へ適応する際に適応をサポートするシステム全般を指す。

2 延辺地域においても、朝鮮族経済は韓国との関係を深めている。 例えば、対延辺国別投資額における韓国の割合が全体の68%、在延辺

国別企業数における韓国の割合が全体の 65％にも及んでいる。（権： 2001: P.92.）一方、韓国は最初に投資を朝鮮族集居地域である延辺

などに向けたが、その後、韓国は朝鮮族集居区にこだわらず、経済的合理性を求めて広い中国全土を投資対象として見なすに至り、対中韓

国資本投資の広域化が朝鮮族移動の最も大きな要因になっている。

3 岡本： 2001: p.104 
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察している。

本稿ではこのような先行研究を踏まえ、移住先で朝鮮族

がどのように地域社会に定着していくのか、どのような社

会関係を形成していくのか、という移動先での適応の側面

について述べていきたい。特にここではエスニック・ネッ

トワーク構築に関わる新たな「装置」の形成という側面か

ら実証的検証を試みる。それは、「エスニック・ネットワー

ク」の結び目となるさまざまな「装置」 の諸検証が、移住

先における朝鮮族社会構造の解明にも っとも有効だと思う

からである。具体的には朝鮮族移住者の適応に関するさま

ざまな問題を手掛かりにして、彼らがいかにこのような問

題を解決しているのかを見る。移住先での適応にはまず就

職、生活基盤づくり、子供の教育が大きな問題となる。そ

のため最近の北京朝鮮族における一連の動きのなかで、こ

れらの問題と最も密接な関係を持つと思われる「高麗村」、

「経済情報誌」、「民族私立学校」の運営に焦点を絞り、そ

れが朝鮮族の移住先都市での適応・定着においてどのよう

なサポート的機能を果たすかを考察することにより、伝統

型の閉じたコミュニティの形成による適応から新たな適応

様式が形成されつつあるということを示唆する。

本稿は筆者が北京市朝鮮族を対象として行った2001年8

月5日から 8月15日、 2003年2月18日から 3月2日の 2度

にわたる現地調査の成果に基づいている。北京を主な調査

地に選んだ理由としては、北京には昔から民族文化機関な

どが多く、小さいながらも古くからの朝鮮族コミュニティ

が存在すること、ほかの地域より朝鮮族移住者が比較的多

く、その職業も多岐にわたり、移住者属性も多様であるた

めである。現地調査の目的は、北京における朝鮮族移住者

の状況を知る上で、 具体的にどのような「装置」が朝鮮族

の適応にサポート的機能を果たしているのかを把握するこ

とに重点をおいた。そのためにまず北京市民族事務局、民

族出版社、社会科学院民族研究所などを訪れ資料収集を

行った。また、朝鮮族の経済的活動と密接な関係があると

思われる 『コリアン』、『同村』などの経済情報誌編集部な

どでデータ収集及びインタビューを行った。そして現在朝

鮮族においては経済要因によって移動するものがもっとも

多いと考え、経済的要因に よる移動が飛躍的に増大した

1980年代以降における朝鮮族移住者を中心にインタビュー

を行った。

III 北京における朝鮮族生活基盤の形成

1、北京における朝鮮族移住沿革

現在の北京朝鮮族社会を構成する朝鮮人たちが北京に進

出したのは、朝鮮半島が日本の植民地になり、朝鮮の独立

運動のために来た学生、進歩人士達が北京で活躍したこと

に始まるが、 1945年以後北京に留まったのはわずか50人で

あった。その後1949年の新中国成立以後、北京には共産党

八路軍に参加した一部の朝鮮族が配置されるほか、少数民

族事務、民族文化などの国家機関が設置され、ほかの少数

民族同様に朝鮮族のエリート等が選抜されて、このような

機関で勤務するようになり、1953年の統計では280人になっ

ている。また毎年大学を卒業する朝鮮族の一部が北京に残

るようになり、その後北京朝鮮族二世が誕生して、 1990年

代初めの頃には北京戸籍を持っている朝鮮族人口は7500人

に昇った。近年朝鮮族が急増した背景としては80年代改革

開放政策以降の自由移動による所が大きい。農村部朝鮮族

のキムチ商売から始まった移住は、 1992年中韓両国の国交

4 ここで人の移動、特に都市への移住と適応に関する研究史をごく簡単に要約すると、移住の社会学は適応に関しては移住者が都市の特定

の地域へ集結し、特定の職業に従事する現象から、地縁・血縁的ネットワー ク、同郷団体に よる相互扶助関係が注目されてきた（松本： 1994: 
P.210）。中国側の研究を見ても1980年代以降漢民族人口の短期・長期の出稼ぎ労働が注目されているが、すでに多くの調査では、中国の出

稼ぎ労働者の四分の三程度が親戚、友人、あるいは同郷者などのいわゆる血縁・地縁関係で地域間移動を果たしていることが報告されてお

り（厳： 2000: P.42.）、親族の援助による生活上の諸困難の克服、住と職の斡旋が重要視され、同郷団体などによる相互扶助関係、地縁的・

血縁的ネ ットワークの形成が都市での適応を計る一つの指標になっている。その中でも、少数民族の都市移住に関する研究の代表的な研究

として少数民族の都市への移住過程に関する典型的事例を研究した、 李天国の「ウイグル村」研究が取り上げられる。そこでは中国都市に

おけるウイグル族移住者の都会における生活拠点としての 「ウイグル村」を取り上げ、同郷団体の形成、宗教的結びつきなどが注目されて

いる。このような研究手法は移住先でコミュニティを形成している移住者に対する研究には有効であるが、朝鮮族のような分散志向をもっ

ている移住集団に対する解明には適していない。現代の朝鮮族に関する研究としては、佐々木氏の研究以外に韓氏： 2001、中国東北部朝鮮

民族文化調査団 ：1999、があり、 急激な経済成長に臨んで、朝鮮族の国内の大都会、国外への出稼ぎプームの様相を描き出している。また

中国側の研究として鄭信哲 ：1999、などがあるが、主に移動の規模、移動による集居地域の解体、民族教育の不振などが主なテーマになっ

ている。このように朝鮮族に関する従来の研究は、他の移住者 と同じく伝統的な血縁・地縁を中心としたネットワークから語られることが

多いが、朝鮮族の場合、経済的に韓国との関係性が発生することによってその移住の様相は複雑になり、 したがって一般的出稼ぎ者のネッ

トワークの主な経路である地縁・血縁的ネ ットワークの研究だけではその全容の解明が難しいと考えられる。そのため、本稿では血縁・地

縁に拠らないネットワーク形成に注目して論じてゆく。

5 本稿は他民族都市移住者と異なる朝鮮族の適応の特徴を明らかにするために、北京におけるウイグル族移動者と比較しながら記述する。

北京には他の少数民族の移動者も多いが、彼らはグループに よる出稼ぎで、移動性が高く、定着率が低い。北京においては朝鮮族とウイグ

ル族移住者の経済活動が特に目立ち（李 ：2000: P.49）、この両者は比較的に都市での移住が進んでいることから適応に関する比較が可能
だと考えられる。ウ イグル族の移動者に関する研究については基本的に李天国 (2000)の著書に依拠する。

6 この部分は高崎： 1996: pp.221を参照。
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樹立後、韓国人の大量進出によって朝鮮族の韓国企業への

就職、韓国人を対象とした様々なビジネスの誕生とともに

現在まで拡大の一途を辿っている。

現在北京に朝鮮族がどれぐらいいるかについては、公安

局に「暫住証明」を出してない朝鮮族がかなり存在してお

り、北京において民族別移動者に関する統計が出ていない

ため、明確な数字は得にくい。ただし、北京在住で民族問

題を研究している研究者の話によれば、北京在住の朝鮮族

は現在8万人以上に上るということであった。

2、朝鮮族タウンの形成一「高麗村」

北京における「朝鮮族タウン」の形成は朝鮮族の伝統的

適応様式の一端を表す側面である。北京における朝鮮族移

住者の主な生活基盤は飲食業をはじめとするサーピス業

で、飲食店、カラオケなどが700-800店以上に達していて、

そこに勤務する朝鮮族は約2万人になると言われている。

朝鮮族の移住後の居住形態は基本的に分散居住と言える

が、飲食業、不動産業などはいくつかの地域に集中してい

る傾向をもっている。 1992年の中韓国交樹立後、韓国は中

国への資本、製品、観光分野での大量進出に成功し、観光、

留学、ビジネスなどの名目で中国へ訪れる韓国人が急増す

るようになったが、彼等は中国という異なる文化圏で比較

的に集中して生活する傾向があった。北京には韓国人が多

く住み着いた所謂「コリアンタウン」が形成されつつある

が、これらの韓国人が集まる地域を中心に彼らをターゲッ

トした商売に従事する朝鮮族が集まるようになる：その形

成過程を略述すると、北京市大使館、領事館などが集中す

る朝陽区は1990年代初期、韓国人ビジネスマン、観光客が

急増することによって、漁陽、京信、燕翔、翼竜、混輪な

どを始めとした10ヶ所ホテルに長期宿泊する韓国人が増え

た。すると、ホテルは韓国部を設贋して韓国専門のホテル

マンを設け、このようなホテルを拠点として韓国関連事務

対的に集中するようになった。時期を同じくして朝鮮族の

韓国への親戚訪問、出稼ぎ、国際結婚がプームになり、韓

国ビザの申請のために各地から大勢の朝鮮族が集まるよう

になったが、彼らの殆どは当初宿泊施設としてこれらのホ

テルを利用していた。しかし中国での韓国ビザの取得は厳

しく、かなりの期間が必要であり、特に国際結婚の場合は

審査が何ヶ月もかかるため、その費用の負担も大きい。こ

のような状況は一つのピジネスチャンスを生み、早い時期

に北京に進出した人の中には、その地域の民家を借りて、

改装し、民宿の形で朝鮮族客を迎えるようになった。民宿

は一般ホテルより値段が安く、民族料理などが提供される

ため、利用者が多く、朝鮮族の中で民宿を営むものも多く

なった。韓国人、朝鮮族が集まることによって彼らをター

ゲットとした飲食業が盛んになり、その後を追うように民

族料理素材を提供する「食品批発市場」、スーパーマーケッ

トなども出現した。

このように北京市朝陽区には朝鮮族が集中して居住して

いる場所（朝鮮族タウン）がいくつか存在しているが、中

でも朝陽区新東河に位置する「高麗村」はもっとも有名で

ある。「高麗村」の名称に関していつからそう呼ばれるよう

になったかはっきりしないが、おそらく朝鮮族と韓国人の
12 

総称というニュアンスがあると思われる。 10年前、黒竜江

省出身の楊氏が北京で飲食業などを営み、ある程度経済力

がつくと市中心から少し離れて土地が安い牛王坦村の敷地

と現地農家の住宅を買い取って、各地からやってきた朝鮮

7 韓氏の現地調査によるとキムチ商売は朝鮮族農民がもっとも手軽にできる商売で、内陸、西の蘭州までも朝鮮族キムチ商人で溢れている

との実態がかかれている。改革開放後、北京に最初に進出したのは農村部からキムチ商売に出かけた人たちである。その時、北京のどの街

角でも朝鮮族キムチ商売人を見つけることができた。彼らの経済活動は主に家族単位で行われ、集団化する傾向はなかった。現在は路上で

の商売している朝鮮族を殆ど見かけられないが、現在北京において工商局の規制が厳しいことと、後にエスニック・飲食業が盛んになった

という要因、キムチ工場による大量生産によるものだと思われる。

8 朴範吉，「北京、わが民族の新たな生存の場所」「経済生活J,2002年10月p.19.

9 最初に形成されたのが北京に来る韓国人留学生が集中している地域である。中韓国交樹立後、中国に渡る韓国留学生が急増して1996年に

は4000人以上になった。その中で1500人以上が語言文化学園に通ったが、この学園がある地域を中心に韓国留学生向けのサウナ、美容院、

カフェ、スーパーマーケット、カラオケポックス、ピアホールなどが繁盛して、一時コリアンタウンと呼ばれた。このようなコリアンタウ

ンが形成されることによってここで働く朝鮮族も増えた。（具体的には仁科： 1996: pp.28-30を参照してもらいたい。）しかし、 2001年現地

調査では北京市都市建設が進められ、この地域は存在しなくなった。それに対して、北京朝鮮族のなかには政府の意図的な政策によって解

体が進められたと思う人も少なくなかった。最近は「望京城」が「コリアンタウン」として有名である。 1998年までこの地域は未開拓地で

あったが、 1999年から進められた開発プロジェクトの敷地に生活拠点を構えたのは、韓国から進出してきたサラリーマン、ピジネスマンで

あった。中韓国交樹立後、中国に進出する韓国人が20万人、北京だけでも 5万人以上になると言われているが、なかで、この地域に韓国人

が圧倒的に多く、街居民委員会に申請しているだけでも2000戸で、 6000-7000人になる。（「経済生活J2003 : P.26を参照）韓国人が集まる

と彼らを商売対象とした不動産、食品販売などに従事する朝鮮族が増加した。 2000年前後からは家政婦などの仕事で40代の朝鮮族女性の増

加が目立っている。

10 韓国領事館は北京と溜陽にしか設けられてないので、申請には北京か藩陽に行くしかない。今まで韓国に出かけた朝鮮族は約20万人と言

われ、北京滞在朝鮮族移動率の高さを示している。

11 朴： 2002: pp.20ー 23を参照．

12 この地域を「延辺」と呼ぶ人も少なくない。その雰囲気が朝鮮族が最も多い民族自治州である延辺に近いからであると思われる。
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族100戸を入居させたが、これが今日の「高麗村」の前身で

ある。朝鮮族移住者たちはここに生活拠点を置き、飲食業

を営むようになったが、それによって「高麗村」の最初の

スタイルが形成された。朝鮮族経営の業体が多くなるとそ

こを訪れる韓国人、朝鮮族も増えてくるようになり、さま

ざま社会的な需要が出てくるようになり、飲食業だけでは

なく、美容、クリーニング、不動産業なども盛んになって

いった。街は朝鮮族人口比率が高いだけではなく、街の風

景も韓国語看板が立ち並んで一段と「朝鮮族タウン」の様

相を見せている。民族色の強い「高麗村」は典型的な朝鮮

族タウンとして北京では有名で、タクシー運転手らでは知

らない者がいないといわれるほど、「高麗村＝朝鮮族タウ

ン」と言うイメージは定着している。その地域には漢民族

も混在しているが、地域の漢族との交流はあまり進んでな
13 

し)

゜

3、伝統的適応様式としての「朝鮮族タウン」の

サポート機能

北京における朝鮮族移住者によるコミュニティである

「村」の形成はほかの移動者においても見られる一種の伝

統的な適応様式である。このような「村」それぞれが都市

生活の中で、どのように位置付けられるかについてはいく

つかの研究で取り上げられているが、このような伝統的な

適応方法の一つであるコミュニティの形成は本研究の主旨

ではないため、ここでは簡単に説明するに留める。

自民族の飲食、居住などの需要を充足させるということ

からスタートしたこれらの地域は北京で形成されつつある

朝鮮族コミュニティとして、彼らの生活基盤になっている。

北京定住者層の殆どは、政府の行政業、文化機関、研究機

関などの知識人か文化人で、彼らは経済的な安定とともに

言語、生活様式において漢族の人に近く当該ホスト社会に

とけこんでおり、したがって仕事、生活において必ずしも

自民族集団に頼る必要がなかった。しかし、移住者層の場

合、ホスト社会からの職業保証もなく、職業選択において

幅が比較的に制限され、周縁的な職業しか選択できない状

況に置かれている。朝鮮族タウンは盛り場、繁華街として、

ここでは人との出会い、情報の入手が可能であり、移住当

初の生活が保証される場所でもある。しかも、濃縮した形

のコミュニティとして朝鮮族にとっても、また中国文化に

なじめない韓国人にとっても便利な生活空間であって、移

住者における北京での生活を適応し易くしている。特に低

学歴者で、経済力もない場合、ホスト社会に不慣れな者が

多いため、このような朝鮮族タウンは必要不可欠な存在と

なる。

「村」を訪れるお客の殆どが韓国人と朝鮮族で、他民族

との交流も少なく、一種閉鎖的な環境をつくっている。こ

のような状況は朝鮮族がホスト社会に溶け込むことが難し

いという状況を浮き彫りにする反面、エスニックな職業構

造、集居区の存在はある意味でそのエスニシティを強化し、

漢民族が圧倒的に多い環境のなかでも伝統的な生活方式を

構築・維持することを可能にしており、北京における朝鮮

族社会の形成・維持に役立っていると考えられる。した

がって北京移住者層にとって「村」はシンボル的な場所で

あり、移動のネットワークの「拠点」、民族意識確認の「磁

場］として機能しているといえよう。このような朝鮮族夕

ウンにおいては地縁的、血縁的関係が大きな機能を果たし

ているが、地縁的、血縁的ネットワークが広がることによっ

て、北京へ向かう人の増加をもたらし、北京における朝鮮

族コミュニティのさらなる拡大をもたらしている。

「高麗村」とは朝鮮族移住者によって形成されたコミュ

ニティであり、一般的な都市移住者と同じく一種伝統的な

適応様式の結果、生じたものであるが、北京におけるほか

の移住者との適応方法とは異なる様相も呈している。例え

ば、北京における「新彊村」「浙江村」「安徽村」「河南村」

に関する研究では、そこで見られる「村」という方式の都

市への進出の仕方は、其の都市にあるその地方出身者の生

活拠点という意味が大きく、特定の地域からの移住者に

よって形成されている特徴を持っており、「村」の中で地縁
16 

意識が相当な力を発揮していると指摘されている。朝鮮族

の場合、最初「高麗村」の形成で述べたように、さまざま

な地域の朝鮮族が集まって「村」が構成されている。親戚、

同郷者との接触はあるものの、朝鮮族個人の強い親密な関

係は狭い範囲に留まり、全体的に凝集性が強いと言えない。

それは「村」全体の朝鮮族を包む組織同郷団体が存在しな

い面からも窺えるが、それはコミュニティ形成の歴史が浅

いことも一つの要因と考えられる。いずれにしろ北京朝鮮

族は他の移住者に見られる伝統的適応様式とはやや違うコ

ミュニティの形成過程を示している。

13 集中地域とはいえ既存地域社会の上に形成される重層的な生活空間として、他民族との関係は無視できない。北京「高麗村」における漢

民族との関係に関しては市場で商売をしている漢族の人に聞いたところ、周囲の住民と朝鮮族・韓国人との交流も少なく、特に対立するこ

ともないと言う。最初の頃は韓国人・朝鮮族が大量住み込むことによって物価が高くなったり、お酒を飲んで騒ぐということで、漢民族の

不満もあったし、衛生状態が良くない地域に対する韓国人・朝鮮族の不満もあったが、今は互いに理解しあっていると言う。ただし、飲食

業が盛んな繁華街として社会治安などが問題になり、この地域はすでに朝陽区公安当局の監視対象になっているといわれている。

14 ウイグル族の場合、集中させるという管理の方法が取られた理由として、新彊政府駐北京弁事処の参与があったという報告がある。（李：

2000 : p.146.）ウイグル族に比べると朝鮮族の集中化は行政的なものではなく、自由意志によって形成されてきたものといえる。

15 奥田： 1998: P.25. 

16 李： 2000: P.140. 

194 



北京における中国朝鮮族の移住と定住化の問題

w 北京朝鮮族における新たな「装置」
一経済情報誌I7 

1 北京における情報誌の発行状況

1992年中韓国交樹立による韓国資本の大量進出と それに

伴う在北京韓国人の増大によって、朝鮮族経済活動は韓国

側からの移動者、主にビジネスマン等の需要に対応した飲

食業だけではなく、旅行業、不動産業、広告業、法律事務
18 

所などがつぎつぎと登場した。また韓国企業による朝鮮族

雇用拡大に伴って朝鮮族高学歴者の流入が引き起こされた

として韓国資本と中国企業の技術提供により、朝鮮語によ

る経済情報誌が誕生した。

「情報誌」は北京における朝鮮族経済活動を示す一つの

メディアで、朝鮮族の新たな適応様式の一端を示している。

北京において韓国語によるメディア環境は建国後から存在

した。主な機関として、中央人民広播電台朝鮮語部、中国

国際広播電台朝鮮語部、中国民族出版社朝鮮文編集室、中

国民族翻訳中心朝文室、「中国民族」雑誌社朝鮮文編集部な

どがある。中国という広大な多民族国家において、このよ

うな国家レベルのメディアは朝鮮族社会の世論形成におい

て長くリーダシップを果たしてきた。ところが国営の民族

文化組織の活動は、あくまでも中国政府の少数民族政策の

一環として存在し、朝鮮族自身の経済的利益などに対応し

たものではなかった。

北京での朝鮮族の経済的活動が活発になるにつれ、また

韓国との経済的交流が広がることによって、韓国人、朝鮮

族との連絡、接触、往来は両者にとって不可欠なものとなっ

た。双方が経済活動を広げる中、ネットワークの形成をサ

ポートするためのさまざまな仕組みが模索されたと思われ

るが、その一つが朝鮮語による経済情報誌であった。北京

ではこのような情報誌が相次で発行されている。ここでは、

それらの現地調査で得られた情報誌の刊行状況に関して紹

介してみたい。 《表 1 参照》

『同村』は1986年韓国華僑学校同門会が刊行物発行の主

体になって発行した中国において朝鮮語による最初の生活

情報誌である。韓国系オーストラリア人によって発行され

る『同村』は最初は新しく進出する韓国人に生活情報を提

供し、中国に対する文化理解を助け韓国人へ中国ニュース

を提供することが主眼であった。『同村jが誕生してから、

韓国の技術を学んだ朝鮮族による独立が盛んになり、後述

表 1 北京発行の情報誌一覧

名 発行元 創刊年 発行形式 発行部数 広告率

同村
韓国系オース

1987年 週刊誌 4000部 広告90%
トラリア人

京韓広告 朝鮮族 2002年 週刊誌 4000部 広告90%

アシアン生活情報 朝鮮族 2001年 半月刊 2000部 広告95%

コリアン 朝鮮族 1996年 週刊誌 7000部 広告90%

経済生活 民族出版社 2001年 月3期 3000部 広告65%

万商情 韓国人 2003年 不明 不明 広告98%

• 2001・2003年における各情報誌関係者からの聞き取り調査に基づき作

成．

表の中で、 r同村J は「韓国華橋学校同門会」、i・経済生活』は「民族出

版社」、他の情報誌は「広告公司」から発行されている。梢報誌は全て

無料である。 6種の雑誌のなかで r経済生活J のみ政府公認の梢報誌で

ある。

する『コリアン」をはじめ小規模の、朝鮮族の経営による

情報誌が次々に出版されはじめた。ここ 7~8年間北京市

で発行される韓国語新聞・雑誌はすでに十種類以上に達し

ている。新聞は、「北京ジャーナル』、『延辺日報総合新聞j

など、雑誌は『同族』『コリアンj、『大同世界」、『インタネッ

トcity二十一世紀』、 『一千年jなどがあるが、全て経済情

報が主体になっている。しかし、中国では出版物に対する

規制が厳しく、これらの雑誌・新聞は全て不法刊行物とし

て扱われ、廃刊されたものも多い。しかも中国国内におい

てこのような非公式刊行物に関する統計は存在しないた

め、いままでどんなものが発行されたのか、具体的な発行

期間、創刊者、発行部数、のすべてを把握するのは非常に

難しい。なかで『経済生活』は唯一国家級の朝鮮族経済情

報誌として公的な刊行物であるが、出版周期は月 3期、発

行部数は3000部で、広告が誌面の65％を占めている。そし

て、情報誌の増加により広告獲得競争が激しくなる一方で、

中国文化、民族文化を重視した新聞の出現など内容の多様

化が進んでいる。

雑誌は、全て韓国語で書かれ、無料で提供される。配布

場所は朝鮮族の料理屋、ホテル、旅行会社であるが、情報

誌が置いてあるレストランで聞いた話では、数日の間で店

にくる朝鮮族、韓国人たちが持っていってなくなるという。

読者層には北京定住者も多く、これらの情報誌の発行数は

増加の傾向にある。これら情報誌は広告収入を主な収入源

として成立している。

17 「経済情報誌」とは、北京において民間ベースで編集・出版されるタ ウン誌やフリ ーペーパーに近い刊行物を意味する。以下、「情報誌」

と呼ぶ。

18 1995年の統計数字によると、飲食業が約1000軒、会社、旅行会社などが約450ヶ所になる。 （曹： 1997: p.588.) 

19 このような新聞・情報誌のなかで「北京ジャーナル」などはさまざまな情報伝達を行う役割が強く、紙面を通して朝鮮族が社会へ自己主

張できる場を提供している。
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